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令和４年度第１回周南市文化・スポーツ活動推進協議会 

～各団体からの意見まとめ～ 

    

○：賛成及び前向きに検討したいこと 

●：疑問や課題と考えられること 

 

【周南市中学校長会】 

○ 平日と休日を一体とした地域移行には賛成。 

○ 競技種目や活動ごとではなく、一斉移行についても賛成。 

● 部活ごとに順次移行となると、部費の取扱、体育文化後援会費の集金や執行等、難しい

面がある。 

● 令和８年度から完全移行とする場合、令和７年度末までは学校部活動を行っており、８ 

年度の中学２・３年生は、３月末に部活動を退部することになる。全員が地域文化・ス

ポーツ活動に参加できるとは限らず、生徒は途中で活動の場を失うことになりかねない。

それならば、完全移行を見越して、令和６年度の１年生から順次募集停止を行い、令和

６年度１年生から地域の活動をスタートさせるか、令和８年度の１年生から募集停止を

行い、令和１０年度に完全移行とするか、どちらにしも移行期間を２年間設けてもらい

たい。 

● 教職員が地域の指導者として携わり、兼職兼業の承認を受け、報酬を得ることについて、

兼職兼業を認める条件を整理しておくべき。（個人でピアノ、書道、英会話などを教え、

報酬を得るのと、副業で塾を行うのと境界線が引けなくなる可能性がある） 

● 兼職兼業の教職員の１時間の報酬単価が、種目や団体により異なるべきではない。 

● 教職員に限っては、報酬単価の基準を設けるべき。 

● 生徒の健康安全を第一に、運動部や文化部でガイドラインを策定し、活動時間等を設定

してきた経緯を踏まえ、新たな地域の活動の場においても考慮したい。 

 

【周南市小学校長会】 

○ 地域移行は、子どもたちが選ぶ活動の幅が広がるので非常に良い。 

● 指導者をどう確保するのか。 

● スポーツ少年団の活動と地域活動というのが、どういう兼ね合いになっていくのか。 

 

【周南市中学校体育連盟】 

● 来年度から全国大会につながる選手権などにも、スポーツクラブの参加が可能となる。 

そのため、市内大会も含めて考えていかなければならない。 

● 全てのスポーツ団体が参加となった場合の運営主体・組織はどうなるのか。 

● 今までのスケジュールで大会を運営できるのか（参加チーム数の増加） 

● 遠方から活動に参加する生徒への不公平感（周辺部地域で活動するサブ組織の設定） 
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【周南市中学校文化連盟】 

● 吹奏楽部の活動はどうすればいいのか（楽器の管理、運搬、購入、維持の費用面） 

● グラウンドの維持管理。 

 

【周南市 PTA連合会】 

● 保護者の負担増（保護者の送迎） 

● 移動時間の差異。 

● 活動に参加しない生徒について。 

● 各活動の人数基準はあるのか？（同好会となるのか？） 

● 指導者資格の有無。 

● 一般会社員の兼職兼業。 

 

【山口県高等学校長会徳山支部】 

○ 高校で、中学生とともに活動を行うことへの可能性。 

● 生徒数の減少に係る問題は、高校の再編統合の課題にも関わってきている。 

 

【徳山工業高等専門学校】 

○ 高専を活動の場としての活用することは可能性あり。 

● スキルのある指導者を、活動へ派遣するのは難しい面あり。 

 

【公益財団法人周南市文化振興財団】 

● 生徒の受け皿となる団体の確保。 

● 文化団体として活動していない団体（個人ピアノ教室など）の把握。 

● 団体の格付けはできない。 

 

【公益財団法人周南市体育協会】 

○ 学生のスポーツ離れが起きないようにしたい。 

○ 児童生徒のニーズに対して活動拠点の検討を図る。 

○ 指導者等の人材バンクの検討。 

● 指導者への指導料の確保（市の予算化を希望、TOTO財源の利用→受益者負担減） 

● 生徒の練習場所への移動手段や費用（スクールバスの活用） 

● 指導者の資格の有無（簡易な講習会の実施） 

 

【周南公立大学】 

○ 子供たちのやってみたいという声をきき、それに向けてどのようにしたら実現できるの

か、大学全体で考えたい。 
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○ 大学でのスポーツスクール、遠方の学校への指導者派遣等、大学のカリキュラムの一環

として構築できないか。 

○ 研究機関として、各種調査や研究の観点から協力できないか。 

 

【周南文化協会】 

○ 子どもたちをどのように受け入れることができるか検討したい。 

○ 今後の世代にどのように伝えていくのかということを検討 

○ お茶やお花の文化には、指導資格があるが、ほかのないものについてはどうするかとい

うことを考えている。 

● 移動の問題については、会議の中でともに検討したい。 

 

【周南郷土伝統芸能保存協会】 

● 今まで通りのような施設利用の活用（和田地区に子どもを呼ぶことは難しい） 

 

【周南市スポーツ少年団本部】 

○ 中学生になっても、継続してスポ少の指導者に関わって頂き、指導を享受できる形があ

るとよいか。 

● 財源 

● 受け皿 

● 人材不足（一般会社員の兼職兼業）→企業への働きかけが必要 

 

【周南市スポーツ推進委員協議会】 

● 人材の確保 

● 場所 

● お金 

● 責任の所在 

● 地域間の問題 

● 競技性の問題 

 

【統合型地域スポーツクラブくめくめ倶楽部】 

● 指導者（資格の有無、技能のスキル） 

● 保護者の負担（移動面） 

 

【認定特定非営利活動法人 ACT SAIKYO】 

○ 地域に根差した活動に取り組みたい 

● 指導者の確保 
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【山口フィナンシャル・グループ（山口銀行 YMGUTS）】 

○ 部活動の地域移行に関わっていく上で、環境整備等が必要だが協力したい。 

● 教職員の兼職兼業 

● 生徒や保護者が選択する団体の偏り（エリアの設定が必要か） 

● 指導者の任期、指名 

 

【株式会社レノファ山口】 

○ スポーツをしたい子どもの環境を整えることに賛成。 

● 指導者への対価（一番活動しやすい時間である、１６～２０時の時間帯の指導者派遣に

対する適切な費用） 

● 指導者の暴言やハラスメント等を防ぐ仕組みづくり 

 


